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	自治体のホームページにおける防災・減災に関する情報提供の現状について
	～首都直下地震緊急対策区域を対象にした地域防災・減災の調査結果から～
	地方自治体の電子政府段階別のアンケート調査（通信白書）２）では、自治体のHPで公開されている情報について「紙の市民向け配布物と、ほぼ同程度（又はそれ以上）の情報が取得できる」としている自治体が75.8％となっており、HPを調査することで自治体の防災・減災への取り組み状況が評価可能であると考えられ、一般的なWEBサイト評価調査に用いられている4分野３）について、中央防災会議の提言事項を中心に防災・減災の評価項目（ナビゲーション評価を除く3分野：全113項目）を定め（表１）、各市区町村のHPにアクセス...
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